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あ
る
い
は
ま
た
『
般
若
経
』
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
『
大
品
般
若
経
』「
往
生
品
」（
大
正
八
・
二
二
六
頁
中
）
舎
利
弗
、
有
二
菩
薩
摩
訶
薩
一
行
二
般
若
波
羅
蜜
一
時
、
変
レ
身
如
レ
仏
為
二
地
獄
中
衆
生
一
説
レ
法
、
為
二
畜
生
餓
鬼
中
衆
生
一
説
レ
法
。
舎
利
弗
、
有
二
菩
薩
摩
訶
薩
一
行
二
六
波
羅
蜜
一
時
、
変
レ
身
如
レ
仏
遍
至
二
十
方
如
恒
河
沙
等
諸
仏
国
土
一
、
為
二
衆
生
一
説
レ
法
。
こ
の
よ
う
な
、
身
を
変
じ
た
り
地
獄
や
餓
鬼
の
境
涯
に
赴
く
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
菩
薩
の
超
常
的
な
化
他
行
（
本
稿
で
は
便
宜
上
「
普
現
色
身
」
と
呼
称
す
る
）
は
、
種
々
の
経
典
に
横
断
的
に
説
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
話
的
な
要
素
の
た
め
か
あ
ま
り
具
体
的
に
は
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
菩
薩
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
仏
身
を
も
示
現
す
る
と
い
う
の
は
、
常
識
的
な
見
方
で
は
容
易
に
理
解
し
が
た
い
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
菩
薩
と
は
何
か
、
仏
と
は
何
か
、
と
い
う
仏
教
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
こ
の
問
題
を
中
心
に
、
普
現
色
身
の
理
解
を
巡
っ
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
二
、
普
現
色
身
と
本
生
譚
そ
も
そ
も
普
現
色
身
が
大
乗
経
典
中
に
説
か
れ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
に
よ
る
の
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。
『
首
楞
厳
三
昧
経
』（
大
正
一
五
・
六
三
〇
頁
上
）
以
二
如
幻
三
昧
力
一
、
示
二
現
如
来
形
色
威
儀
一
以
二
善
根
力
一
示
三
現
在
二
於
兜
率
天
上
一
、
現
下
受
二
後
身
一
入
二
於
胞
胎
一
初
生
出
家
坐
中
二
菩
薩
の
仏
身
示
現
に
関
す
る
一
考
察
3
仏
道
場
上
、
以
二
深
慧
力
一
現
二
転
法
輪
一
、
以
二
方
便
力
一
現
二
入
涅
槃
一
、
以
二
三
昧
力
一
現
レ
分
二
舎
利
一
、
以
二
本
願
力
一
現
二
法
滅
尽
一
。
唯
然
世
尊
、行
二
何
三
昧
一
能
令
四
菩
薩
示
下
現
如
レ
是
諸
功
徳
事
上
而
不
三
畢
竟
入
二
於
涅
槃
一
。仏
告
二
堅
意
菩
薩
一
言
、善
哉
善
哉
、堅
意
、
能
問
二
如
来
如
レ
是
之
義
一
。
…
…
汝
今
諦
聴
善
思
念
レ
之
。
吾
當
四
為
レ
汝
説
三
諸
菩
薩
成
二
就
三
昧
一
。
得
二
是
功
徳
一
復
過
二
於
此
一
。
堅
意
白
レ
仏
言
、
願
楽
欲
レ
聞
。
仏
告
二
堅
意
一
、
有
二
三
昧
一
名
二
首
楞
厳
一
。
若
有
二
菩
薩
一
得
二
是
三
昧
一
、
如
二
汝
所
一レ
問
、
皆
能
示
二
現
於
般
涅
槃
一
而
不
二
永
滅
一
、
示
二
諸
形
色
一
而
不
レ
壞
二
色
相
一
、
遍
遊
二
一
切
諸
仏
国
土
一
。
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
説
か
れ
る
首
楞
厳
三
昧
も
普
現
色
身
の
思
想
を
大
い
に
含
む
も
の
で
あ
る
が
（
１
）
、
こ
こ
で
は
堅
意
菩
薩
が
仏
に
対
し
て
、
釈
尊
が
な
さ
れ
た
降
兜
率
・
入
胎
・
出
家
成
道
・
転
法
輪
・
入
涅
槃
と
い
っ
た
功
徳
は
ど
の
よ
う
な
三
昧
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
か
を
問
い
、
そ
れ
は
す
べ
て
首
楞
厳
三
昧
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
説
く
。
つ
ま
り
、
首
楞
厳
三
昧
を
八
相
示
現
に
沿
っ
て
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
大
乗
経
典
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
『
法
華
経
』
に
関
し
て
は
仏
伝
と
の
つ
な
が
り
が
先
学
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
横
超
慧
日
氏
は
、「
法
華
経
を
し
て
一
乗
真
実
を
提
唱
せ
し
め
た
直
接
の
原
因
は
何
処
に
あ
っ
た
か
。
私
は
そ
れ
を
仏
伝
を
中
心
と
し
て
仏
陀
説
法
の
意
義
如
何
を
考
え
、
一
乗
道
の
思
想
と
一
切
衆
生
成
仏
の
思
想
と
を
、
仏
陀
説
法
の
意
義
考
察
を
中
心
に
統
一
し
て
い
っ
た
人
々
の
間
よ
り
起
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。」
と
述
べ
、
三
乗
方
便
一
乗
真
実
と
い
う
『
法
華
経
』
の
中
心
思
想
は
、
釈
尊
の
教
説
を
文
字
通
り
受
容
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
説
か
れ
る
意
義
や
目
的
を
本
質
的
に
考
察
し
た
仏
伝
作
者
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
と
み
て
い
る
（
２
）
。
ま
た
杉
本
卓
洲
（
３
）
氏
、
平
岡
聡
（
４
）
氏
な
ど
も
降
誕
以
後
の
仏
伝
と
『
法
華
経
』
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
何
れ
も
普
現
色
身
に
関
し
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
干
潟
龍
祥
氏
は
阿
閦
如
来
や
阿
弥
陀
如
来
の
前
生
菩
薩
の
本
願
に
つ
い
て
、「
本
生
経
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
菩
薩
で
あ
っ
た
時
の
願
と
い
う
考
は
起
こ
ら
な
い
筈
で
あ
り
、
成
仏
確
定
し
て
居
る
と
い
う
菩
薩
本
来
の
思
想
に
授
記
思
想
の
裏
付
が
あ
っ
て
、
本
願
が
三
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成
満
せ
ら
れ
て
居
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
、
降
誕
以
前
の
本
生
譚
と
の
関
係
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
同
一
線
上
に
観
音
菩
薩
の
化
身
思
想
（
つ
ま
り
普
現
色
身
）
も
位
置
付
け
、「
本
生
談
が
盛
に
出
来
て
、そ
の
主
人
公
に
は
種
々
な
る
種
類
の
も
の
が
あ
っ
て
、
何
れ
も
そ
れ
が
菩
薩
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
人
の
菩
薩
行
者
が
そ
の
時
々
の
事
情
に
応
じ
て
適
当
な
種
類
の
有
情
と
し
て
現
れ
て
居
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
菩
薩
な
る
も
の
は
、
自
分
は
仏
で
あ
り
得
る
に
も
係
ら
ず
、
衆
生
済
度
の
必
要
上
、
随
類
形
で
現
わ
れ
て
居
る
の
だ
と
い
う
大
乗
的
考
え
が
強
く
出
て
来
れ
ば
な
お
更
で
あ
る
。
…
…
而
し
て
そ
れ
が
本
生
経
類
の
流
行
に
負
う
所
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
観
音
や
妙
音
等
の
化
身
の
種
類
を
見
る
に
、
多
く
は
本
生
談
の
主
人
公
に
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。」
と
し
て
、
普
現
色
身
も
や
は
り
本
生
譚
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
（
５
）
。
こ
う
い
っ
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、『
法
華
経
』
の
中
心
と
な
る
思
想
は
仏
伝
の
中
で
も
降
誕
以
降
の
物
語
の
影
響
が
強
い
の
に
対
し
て
、「
妙
音
菩
薩
品
」
や
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」（
以
下
「
普
門
品
」）
に
説
か
れ
る
普
現
色
身
の
思
想
は
本
生
譚
に
そ
の
淵
源
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
生
譚
に
見
ら
れ
る
菩
薩
思
想
、
す
な
わ
ち
、
釈
尊
の
前
世
は
姿
を
変
え
た
菩
薩
の
行
で
あ
っ
た
と
す
る
思
想
を
敷
衍
し
た
も
の
に
竺
法
護
（
二
三
九
～
三
一
六
）
訳
『
生
経
』
や
康
僧
会
（
～
二
八
〇
）
訳
『
六
度
集
経
』
が
あ
る
。『
生
経
』
は
そ
の
大
部
分
が
本
生
譚
で
あ
る
が
、「
○
○
（
前
生
）
と
は
我
が
身
是
な
り
。」
と
い
っ
た
定
型
句
に
よ
っ
て
本
生
譚
だ
と
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、そ
れ
が
釈
尊
（
の
因
行
を
積
む
菩
薩
）
の
意
志
に
よ
っ
て
得
た
生
な
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。『
六
度
集
経
』
は
物
語
の
多
く
が
「
昔
は
菩
薩
、○
○
（
前
生
）
と
為
る
」
と
い
っ
た
定
型
句
で
始
ま
り
、
菩
薩
の
行
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
姿
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ　
普
現
色
身
の
様
子
が
具
体
的
に
説
か
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
仏
伝
で
あ
る
。
闍
那
崛
多
（
五
二
三
～
六
〇
〇
）
訳
『
仏
本
行
集
経
』（
大
正
三
・
六
六
八
頁
下
）
阿
難
、
我
従
レ
彼
来
在
二
煩
悩
中
一
行
二
菩
薩
行
一
、
不
レ
捨
二
精
進
勇
猛
之
心
一
常
行
二
布
施
一
常
作
二
功
徳
一
。
我
以
二
如
レ
是
諸
善
業
一
故
、
於
二
彼
無
量
百
千
世
中
一
、
得
下
作
二
梵
王
一
作
二
於
帝
釈
一
或
作
中
百
千
転
輪
聖
王
上
。
以
二
彼
善
根
因
縁
力
一
故
、
今
得
レ
作
二
仏
多
陀
阿
四
菩
薩
の
仏
身
示
現
に
関
す
る
一
考
察
5
伽
度
阿
羅
呵
三
藐
三
仏
陀
一
、
得
レ
転
二
無
上
最
妙
法
輪
一
。
こ
こ
で
は
釈
尊
が
摩
那
婆
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、
然
灯
仏
か
ら
の
授
記
を
聞
い
て
以
後
、
梵
天
や
帝
釈
天
、
転
輪
聖
王
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
に
お
い
て
善
業
を
積
ん
だ
結
果
、
今
世
に
お
い
て
仏
と
な
っ
て
法
輪
を
転
じ
て
い
る
と
説
か
れ
る
。『
仏
本
行
集
経
』
で
は
こ
の
後
、
お
よ
そ
十
六
も
の
同
様
の
説
を
列
ね
る
が
、
い
ず
れ
も
積
功
累
徳
の
果
報
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
生
を
受
け
、
仏
と
し
て
生
ま
れ
る
の
も
そ
の
因
縁
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、
次
に
挙
げ
る
三
経
は
、
同
じ
よ
う
に
授
記
を
得
て
か
ら
あ
ら
ゆ
る
生
を
受
け
る
の
だ
が
、『
仏
本
行
集
経
』
と
は
少
な
か
ら
ぬ
差
異
が
見
ら
れ
る
。
竺
大
力
・
康
孟
詳
（
後
漢
）
共
訳
『
修
行
本
起
経
』（
大
正
三
・
四
六
二
頁
下
～
四
六
三
頁
上
）
能
仁
菩
薩
承
三
事
錠
光
至
二
于
泥
曰
一
、
奉
レ
戒
清
浄
守
二
護
正
法
一
、
慈
悲
喜
護
恵
二
施
仁
愛
一
利
二
人
等
利
一
、
救
済
不
レ
惓
寿
終
上
二
生
兜
術
天
上
一
。
欲
下
救
二
一
切
一
摂
中
度
盲
冥
上
、
従
レ
上
来
下
為
二
転
輪
王
飛
行
皇
帝
一
。
…
…
聖
王
寿
尽
、
又
昇
二
梵
天
一
為
二
梵
天
王
一
、
上
為
二
天
帝
一
下
為
二
聖
主
一
各
三
十
六
反
、
終
而
復
始
欲
レ
度
レ
人
故
随
レ
時
而
出
。
支
謙
（
呉
）
訳
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
巻
上
（
大
正
三
・
四
七
三
頁
中
）
菩
薩
承
三
事
定
光
至
二
于
泥
曰
一
、
奉
レ
戒
護
レ
法
、
寿
終
即
生
二
第
一
天
上
一
為
二
四
天
王
一
。
畢
二
天
之
寿
一
下
二
生
人
間
一
、
作
二
転
輪
聖
王
飛
行
皇
帝
一
。
…
…
寿
終
即
上
生
二
第
二
忉
利
天
上
一
為
二
天
帝
釈
一
。
寿
尽
又
昇
二
第
七
梵
天
一
、
為
二
梵
天
王
一
。
如
レ
是
上
作
二
天
帝
一
下
為
二
聖
主
一
、
各
三
十
六
反
周
而
復
始
。
及
二
其
変
化
一
随
レ
時
而
現
、
或
為
二
聖
帝
一
或
作
二
儒
林
之
宗
国
師
道
士
一
。
在
所
現
化
、
不
レ
可
二
称
記
一
。
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求
那
跋
陀
羅
（
三
九
四
～
四
六
八
）
訳
『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
（
大
正
三
・
六
二
三
頁
上
）
爾
時
普
光
如
来
、復
経
二
少
時
一
入
二
般
涅
槃
一
。
善
慧
比
丘
護
二
持
正
法
一
満
二
二
万
歳
一
。
以
二
三
乗
法
一
教
二
化
衆
生
一
。
所
二
利
益
一
者
、
不
レ
可
二
称
計
一
。
爾
時
善
慧
比
丘
、
於
レ
彼
命
終
即
便
上
生
為
二
四
天
王
一
、
以
二
三
乗
法
一
化
二
諸
天
衆
一
、
尽
二
彼
天
寿
一
下
二
生
人
間
一
、
為
二
転
輪
聖
王
一
王
四
天
下
七
宝
具
足
。…
…
於
レ
此
寿
終
、
生
二
忉
利
天
一
為
二
彼
天
主
一
、
寿
終
下
生
為
二
転
輪
聖
王
一
、
終
二
其
寿
命
一
乃
至
生
二
於
第
七
梵
天
一
。
上
為
二
天
王
一
下
為
二
聖
主
一
各
三
十
六
反
、
其
間
或
為
二
仙
人
一
或
為
二
外
道
六
師
一
或
為
二
婆
羅
門
一
或
為
二
小
王
一
、
如
レ
是
変
現
不
レ
可
二
称
数
一
。
こ
の
三
経
は
、
菩
薩
の
名
称
等
は
若
干
異
な
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
説
い
て
い
る
。『
仏
本
行
集
経
』
と
異
な
る
の
は
、
転
生
が
積
功
累
徳
の
果
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
意
志
で
の
転
生
は
次
の
二
経
に
も
説
か
れ
る
。
迦
留
陀
伽
（
東
晋
）
訳
『
仏
説
十
二
遊
経
』（
大
正
四
・
一
四
六
頁
中
）
菩
薩
在
二
兜
術
天
上
一
意
欲
二
下
生
一
、
観
下
於
二
天
上
一
誰
国
可
上
レ
生
。
言
唯
白
浄
王
家
可
レ
生
レ
身
。
…
…
菩
薩
与
二
八
万
四
千
天
子
一
乗
二
白
象
宝
車
一
来
下
。
法
賢
（
宋
）
訳
『
衆
許
摩
訶
帝
経
』（
大
正
三
・
九
三
八
頁
中
）
時
釈
迦
菩
薩
在
二
兜
率
天
宮
一
欲
レ
生
二
人
間
一
作
二
五
種
観
察
一
。
…
…
爾
時
人
間
有
二
一
仙
人
一
。
年
已
衰
老
。
名
二
烏
盧
尾
羅
迦
葉
一
。
思
惟
言
曰
、
当
此
国
土
福
勝
之
地
可
二
十
二
由
旬
一
。
於
二
其
中
間
一
堪
レ
為
二
菩
薩
安
坐
説
法
之
処
一
。
願
得
三
菩
薩
速
降
二
人
間
一
、
為
レ
我
説
レ
法
令
三
我
長
夜
甚
得
二
善
利
一
。
…
…
爾
時
六
欲
天
子
及
天
帝
釈
観
下
見
菩
薩
乗
二
六
牙
白
象
一
、
下
二
兜
率
天
一
処
中
摩
耶
腹
上
。
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七
『
衆
許
摩
訶
帝
経
』
は
、
釈
尊
自
身
の
血
筋
が
高
貴
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
述
べ
、
そ
の
後
、
右
の
よ
う
な
釈
迦
菩
薩
が
摩
耶
夫
人
に
願
生
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
釈
迦
菩
薩
自
身
に
つ
い
て
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、『
仏
説
十
二
遊
経
』
も
『
衆
許
摩
訶
帝
経
』
も
「
下
生
を
欲
す
」
と
い
う
前
提
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
意
志
に
よ
る
願
生
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
同
様
の
本
生
譚
で
あ
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
境
遇
に
生
を
受
け
る
こ
と
が
、
菩
薩
の
自
由
意
志
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
積
功
累
徳
の
果
（
業
報
と
も
言
え
よ
う
）
と
し
て
な
の
か
、
と
い
っ
た
認
識
の
差
異
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も
無
く
、
前
者
の
方
は
大
乗
経
典
に
お
け
る
普
現
色
身
の
思
想
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
。
大
乗
経
典
と
こ
れ
ら
本
生
譚
と
の
前
後
関
係
は
安
易
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
釈
尊
の
前
世
を
業
因
と
果
の
文
脈
で
捉
え
よ
う
と
す
る
系
統
の
本
生
譚
に
次
い
で
菩
薩
の
願
生
思
想
が
芽
生
え
、
さ
ら
に
そ
の
思
想
構
造
が
大
乗
経
典
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
（
６
）
。
特
に
、
大
乗
経
典
中
の
文
脈
の
み
で
は
、
菩
薩
が
仏
の
姿
形
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
一
見
奇
異
に
感
じ
る
が
、
釈
尊
の
前
生
た
る
菩
薩
が
娑
婆
世
界
に
願
生
し
て
釈
尊
と
し
て
生
を
受
け
る
と
い
う
本
生
譚
の
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
三
、
中
国
仏
教
諸
師
の
解
釈
普
現
色
身
の
思
想
が
本
生
譚
に
由
来
し
、
菩
薩
の
仏
身
示
現
も
そ
の
文
脈
を
通
せ
ば
一
応
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
先
に
み
た
通
り
だ
が
、
一
方
で
中
国
仏
教
に
目
を
向
け
る
と
実
は
本
生
譚
が
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
釆
睪
晃
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。
で
は
中
国
仏
教
で
は
普
現
色
身
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
法
華
経
』
に
は
「
妙
音
菩
薩
品
」
の
ほ
か
「
普
門
品
」
に
も
観
世
音
菩
薩
の
普
現
色
身
が
説
か
れ
て
お
り
、
注
釈
書
の
多
く
は
普
現
大
正
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色
身
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
羅
什
門
下
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
道
生
（
三
五
五
～
四
三
四
）
の
『
法
華
経
疏
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
『
法
華
経
疏
』（
新
続
蔵
二
七
・
一
六
頁
下
～
一
七
頁
上
）
色
身
三
昧
者
即
法
花
慧
也
。
人
能
光
二
揚
法
華
一
則
現
二
是
三
昧
一
。
便
殊
レ
形
改
レ
状
無
レ
方
説
。
妙
音
大
士
親
二
是
其
人
一
、
託
レ
迹
往
来
以
宣
二
此
経
一
。
…
…
応
以
仏
身
得
度
者
、
妙
音
菩
薩
現
二
種
種
身
一
者
以
得
二
色
身
三
昧
一
也
。
今
観
音
亦
現
二
種
種
形
一
而
説
法
者
皆
由
レ
宣
二
法
花
一
故
。
こ
こ
で
色
身
三
昧
と
は
法
華
の
慧
で
あ
る
と
い
い
、
法
華
を
光
揚
で
き
る
人
は
こ
の
三
昧
を
現
ず
る
と
い
う
。「
光
揚
」
と
い
う
の
は
、
広
め
て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
妙
音
菩
薩
・
観
音
菩
薩
と
も
に
、
法
華
を
宣
べ
る
と
い
う
こ
と
を
色
身
三
昧
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
仏
身
を
示
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
種
種
の
身
を
現
ず
る
一
環
と
し
て
特
段
に
注
意
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
次
に
法
雲
（
四
六
七
～
五
二
九
）
の
『
法
華
経
義
記
』
を
見
る
と
、
直
接
に
普
現
色
身
を
解
釈
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、「
有
薬
王
妙
音
観
音
三
品
、正
示
物
通
経
之
軌
。…
…
妙
音
観
音
両
品
、明
普
現
色
身
弘
経
益
物
（
８
）
。」と
あ
り
、「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」「
妙
音
菩
薩
品
」
「
普
門
品
」
は
衆
生
に
通
経
の
軌
範
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
妙
音
・
観
音
両
品
の
普
現
色
身
は
経
を
弘
め
て
利
益
を
与
え
る
手
だ
て
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
弘
経
と
普
現
色
身
を
結
び
つ
け
る
視
点
は
道
生
と
同
様
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
９
）
。
次
に
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
に
目
を
向
け
る
と
、『
法
華
義
疏
』
に
は
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。
『
法
華
義
疏
』（
大
正
三
四
・
六
二
三
頁
中
）
問
。
無
生
法
忍
、
普
現
色
身
、
法
華
三
昧
、
有
二
何
異
一
耶
。
答
。
心
無
レ
所
レ
依
猶
如
二
虚
空
一
、不
レ
生
二
心
動
念
一
故
名
二
無
生
法
忍
一
。
雖
レ
空
而
有
、縦
任
自
在
処
処
現
レ
身
、即
是
普
現
色
身
三
昧
。
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三
一
開
会
無
レ
所
二
染
著
一
、
即
法
華
三
昧
也
。
こ
こ
で
は
無
生
法
忍
・
普
現
色
身
・
法
華
三
昧
の
相
違
に
関
し
て
説
か
れ
る
。
無
生
法
忍
と
は
心
に
何
も
依
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
動
じ
な
い
境
地
、
普
現
色
身
三
昧
は
空
と
雖
も
而
も
有
の
境
地
で
自
由
自
在
に
あ
ら
ゆ
る
処
に
身
を
現
ず
る
こ
と
、
法
華
三
昧
は
三
乗
一
乗
を
開
会
し
て
執
着
の
無
い
境
地
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
普
現
色
身
（
三
昧
）
に
つ
い
て
、「
縦
任
自
在
処
処
現
身
」
と
い
う
の
は
そ
の
基
本
的
な
性
質
を
表
す
も
の
と
い
え
る
が
、「
雖
空
而
有
」
と
し
て
空
思
想
に
関
連
付
け
て
解
釈
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
中
国
仏
教
に
お
け
る
「
空
」
と
「
有
」
の
関
係
は
注
意
深
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
が）11
（
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
「
有
」
が
肯
定
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り）11
（
、
普
現
色
身
は
空
に
基
づ
い
た
善
巧
方
便
で
あ
る
と
い
っ
た
理
解
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
「
観
世
音
菩
薩
普
門
」
の
経
文
に
お
い
て
、
六
十
二
億
恒
河
沙
の
菩
薩
の
名
字
を
受
持
し
供
養
す
る
人
と
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
受
持
し
供
養
す
る
人
の
福
は
等
し
い）12
（
、
と
説
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
『
法
華
義
疏
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
『
法
華
義
疏
』（
大
正
三
十
四
・
六
二
七
頁
下
）
今
所
レ
明
六
十
二
億
、
与
二
観
音
一
位
行
是
齊
。
而
不
及
者
衆
経
有
二
二
種
門
一
。
一
平
等
門
、
二
不
平
等
門
。
平
等
門
者
、
如
下
妙
音
得
二
普
現
色
身
三
昧
一
八
萬
四
千
菩
薩
亦
得
上
是
門
。
則
妙
音
与
二
諸
菩
薩
一
平
等
門
。
供
養
持
名
平
等
無
レ
異
。
二
者
不
平
等
門
。
六
十
二
億
実
与
二
観
音
一
等
、
今
欲
レ
令
三
人
尊
二
重
観
音
一
、
故
於
レ
等
作
二
不
等
一
説
レ
之
也
。
…
…
論
云
、
彼
福
徳
平
等
有
二
二
義
一
。
一
者
信
力
、
二
畢
竟
知
。
信
力
有
レ
二
。
一
求
下
我
身
如
二
観
音
自
在
一
無
上
レ
異
畢
竟
信
故
。
二
謂
於
レ
彼
生
二
恭
敬
心
一
、
如
レ
彼
功
徳
我
亦
如
レ
是
畢
竟
得
故
。
次
言
二
畢
竟
知
一
者
決
定
知
二
法
界
一
故
。
法
界
名
為
二
法
性
一
。
彼
法
性
、
入
二
初
地
一
菩
薩
能
証
入
。
一
切
諸
仏
菩
薩
平
等
身
故
。
平
等
身
者
謂
真
如
法
身
。
是
故
持
二
六
十
二
億
恒
河
沙
仏
名
一
、
受
二
持
観
音
名
一
、
功
徳
無
レ
異
。
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こ
こ
で
平
等
門
と
不
平
等
門
と
い
う
視
点
か
ら
六
十
二
億
恒
河
沙
菩
薩
と
妙
音
や
観
音
と
の
同
異
が
述
べ
ら
れ
る
。
吉
蔵
は
、
本
稿
の
最
初
に
引
用
し
た
「
妙
音
菩
薩
品
」
の
経
文
に
説
か
れ
る
よ
う
に
妙
音
（
当
然
観
音
も
含
ま
れ
よ
う
）
と
八
万
四
千
の
菩
薩
が
等
し
く
普
現
色
身
三
昧
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
平
等
門
、
六
十
二
億
恒
河
沙
菩
薩
と
観
音
等
は
実
に
は
等
し
い
4
4
4
4
4
4
け
れ
ど
も
、
今
は
聴
聞
衆
に
観
音
を
尊
重
せ
し
め
ん
が
為
に
仮
に
不
等
と
言
う
の
を
不
平
等
門
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
平
等
門
・
不
平
等
門
を
用
い
な
が
ら
も
本
質
的
に
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
『
法
華
論
』
を
引
用
し）11
（
、
観
音
と
（
名
号
を
受
持
・
供
養
す
る
）
自
分
と
は
異
な
ら
ず
観
音
の
得
る
功
徳
は
自
分
も
得
る
の
だ
と
い
う
信
の
力
と
、
一
切
の
諸
仏
菩
薩
は
真
如
の
法
身
と
し
て
平
等
身
で
あ
る
が
故
に
、
初
地
に
お
い
て
等
し
く
法
性
と
い
う
名
の
法
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
知
に
よ
っ
て
、
平
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
十
二
億
恒
河
沙
菩
薩
と
観
音
（
な
い
し
妙
音
）
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
名
号
を
受
持
・
供
養
す
る
衆
生
と
し
て
の
自
己
と
一
切
の
諸
仏
菩
薩
と
が
真
如
の
法
身
と
し
て
平
等
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
法
華
論
』
に
基
づ
く
こ
の
よ
う
な
視
点
を
吉
蔵
が
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
菩
薩
が
普
現
色
身
に
お
い
て
仏
身
を
示
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
特
段
の
違
和
感
を
抱
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、『
法
華
論
』
に
は
「
如
来
成
二
就
四
種
功
徳
一
故
能
度
二
衆
生
一
。
何
等
為
レ
四
。
一
者
往
成
就
。
如
レ
経
。
如
来
成
二
就
種
種
方
便
一
故
。
種
種
方
便
者
、
従
二
兜
率
天
一
退
乃
至
示
二
現
入
涅
槃
一
故）14
（
。」
と
し
て
、
仏
伝
的
な
解
釈
で
あ
れ
ば
本
生
菩
薩
の
業
報
な
い
し
願
生
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
八
相
示
現
が
、「
如
来
」
の
方
便
と
し
て
記
述
さ
れ）11
（
、
そ
れ
を
受
容
し
た
吉
蔵
に
お
い
て
も
「
如
来
」
と
「
釈
尊
と
し
て
の
仏
身
」
と
の
峻
別
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
普
現
色
身
の
主
体
に
つ
い
て
も
、
経
文
で
は
妙
音
や
観
音
等
の
菩
薩
と
説
か
れ
る
が
そ
の
本
質
は
「
真
如
の
法
身
と
し
て
の
如
来
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
「
如
来
」
が
「
仏
身
」
を
示
現
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）11
（
。
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四
、『
観
音
玄
義
』
の
解
釈
次
に
天
台
の
解
釈
に
目
を
向
け
た
い
。
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
は
七
歳
で
「
普
門
品
」
を
誦
し
た
と
さ
れ）17
（
幼
少
の
頃
か
ら
観
音
信
仰
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が）18
（
、
安
藤
俊
雄
氏
に
よ
れ
ば
「
智
顗
は
す
で
に
少
年
時
代
の
素
朴
な
信
仰
、
あ
る
い
は
一
般
民
間
社
会
の
低
俗
な
奇
蹟
に
対
す
る
信
仰
を
そ
の
ま
ま
絶
対
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
が
法
華
経
か
ら
学
び
取
っ
た
現
実
主
義
的
な
仏
身
観
か
ら
い
え
ば
、
観
世
音
菩
薩
は
も
と
よ
り
、
如
来
の
如
き
極
聖
と
い
え
ど
も
、
決
し
て
人
類
か
ら
隔
絶
す
る
超
越
神
と
考
う
べ
き
で
な
く
、
実
は
す
べ
て
の
人
類
が
現
成
す
べ
き
理
想
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
観
音
信
仰
は
観
音
を
媒
介
と
し
て
人
類
が
自
行
を
満
足
す
る
と
き
、
や
が
て
化
他
の
行
に
転
じ
て
、
大
慈
大
悲
を
具
現
し
て
観
音
の
如
き
普
門
示
現
を
行
な
う
べ
き
身
分
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
信
仰
す
る
こ
と
に
ま
で
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観
音
玄
義
は
か
か
る
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
智
顗
の
観
音
教
学
の
根
本
的
立
場
が
あ
る
。」
と
さ
れ）11
（
、
一
般
的
な
観
音
信
仰
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
桑
谷
祐
朋
氏
も
『
観
音
玄
義
』
を
検
討
し
た
上
で
、「
天
台
大
師
が
捉
え
て
い
た
観
音
と
は
、『
法
華
経
』
に
示
さ
れ
た
、久
遠
実
成
の
本
仏
で
あ
り
、
永
遠
絶
対
な
理
法
そ
の
も
の
を
か
ら
だ
と
す
る
法
身
仏
で
あ
る）21
（
。」
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
具
体
的
な
典
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
無
批
判
に
首
肯
す
る
の
は
憚
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
先
学
の
指
摘
か
ら
、
智
顗
説
灌
頂
記
と
さ
れ
る）21
（
『
観
音
玄
義
』
に
は
、
普
現
色
身
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、本
稿
が
当
初
よ
り
用
い
て
き
た
「
普
現
色
身
」
と
い
う
言
葉
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
文
に
は
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
曇
無
蜜
多
（
曇
摩
蜜
多
と
も
。
三
五
六
～
四
四
二
）
訳
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
や
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
等
に
は
見
ら
れ
、
先
の
吉
蔵
を
は
じ
め
中
国
仏
教
で
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。（
も
っ
と
も
術
語
と
し
て
で
な
く「
普
く
色
身
を
現
ず
る
」
と
い
う
文
で
あ
る
場
面
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。）
今
の
『
観
音
玄
義
』
に
も
次
の
よ
う
に
「
普
現
色
身
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。
一
一
大
正
大
学
大
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院
研
究
論
集
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『
観
音
玄
義
』（
大
正
三
四
・
八
七
九
頁
下
）
故
知
。
前
問
答
応
レ
機
抜
レ
苦
。
是
従
二
慧
荘
厳
一
以
得
レ
名
。
後
問
答
住
二
首
楞
厳
一
普
現
二
色
身
一
。
不
レ
起
二
滅
定
一
現
二
此
威
儀
一
、
安
レ
禅
千
偈
讃
二
諸
法
王
一
。
故
知
。
普
門
示
現
従
二
福
徳
一
受
レ
名
。
良
以
二
福
慧
因
縁
一
故
、
名
二
観
音
普
門
一
也
。
こ
こ
で
は
「
普
門
品
」
に
説
く
所
の
無
尽
意
菩
薩
と
世
尊
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
二
つ
の
問
答
、
す
な
わ
ち
観
世
音
と
い
う
名
の
因
縁
に
関
す
る
問
答
①
と
、
観
世
音
菩
薩
は
ど
の
よ
う
に
娑
婆
世
界
に
遊
び
法
を
説
く
の
か
と
い
う
方
便
に
関
す
る
問
答
②
の
意
義
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
問
答
①
は
、
観
世
音
と
い
う
名
は
慧
荘
厳
に
従
っ
て
得
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
問
答
②
は
、
首
楞
厳
に
住
し
て
普
く
色
身
を
現
ず
る
（
普
現
色
身
）
と
い
う
普
門
示
現
は
福
徳
（
荘
厳
）
に
従
っ
て
そ
う
呼
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
主
題
が
あ
る
の
だ
と
明
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
普
現
色
身
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
問
答
②
の
主
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
両
問
答
に
つ
い
て
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
『
観
音
玄
義
』（
大
正
三
四
・
八
七
九
頁
下
）
今
経
前
問
答
、
明
下
於
二
真
寂
一
而
不
レ
動
法
界
大
益
上
、
観
音
従
二
真
身
一
得
レ
名
。
後
問
答
、
明
二
随
レ
機
広
利
出
没
多
端
一
、
普
門
是
従
二
応
身
一
得
レ
名
。
良
以
二
真
応
因
縁
一
故
、
名
二
観
世
音
普
門
一
也
。
こ
こ
で
は
真
・
応
と
い
う
観
点
か
ら
両
問
答
を
解
釈
す
る
。
問
答
①
で
は
、（
観
世
音
菩
薩
が
）
真
の
寂
滅
に
お
い
て
動
ぜ
ず
、
法
界
の
大
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
、観
音
と
言
わ
れ
る
の
は
真
身
の
側
面
か
ら
こ
う
名
け
る
と
い
う
。問
答
②
で
は
、（
観
世
音
菩
薩
が
）
衆
生
の
機
根
に
随
っ
て
広
く
利
す
る
際
に
様
々
な
か
た
ち
で
出
没
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
、
普
門
と
言
わ
れ
る
の
は
応
身
の
側
面
か
ら
こ
う
名
け
る
と
い
う
。
つ
ま
り
普
現
色
身
の
主
体
と
な
る
の
は
真
身
、
様
々
な
姿
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
の
は
応
身
と
、
一
応
の
分
別
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る）22
（
。
ま
た
別
の
箇
所
で
は
「
前
番
問
答
明
真
身
常
益
。
後
番
問
答
明
応
身
間
益）21
（
。」
一
二
菩
薩
の
仏
身
示
現
に
関
す
る
一
考
察
13
と
説
か
れ
、
真
身
は
常
に
利
益
す
る
存
在
、
応
身
は
利
益
に
間
断
が
あ
る
存
在
と
し
て
、
よ
り
明
示
的
に
真
と
応
の
性
質
を
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
観
音
玄
義
』
で
は
こ
の
真
応
の
み
な
ら
ず
本
迹
と
い
う
観
点
も
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
観
音
玄
義
』（
大
正
三
四
・
八
八
〇
頁
中
）
釈
二
本
迹
一
者
、本
名
二
実
得
一
、迹
名
二
応
現
一
。
若
通
途
作
二
本
迹
一
者
、世
智
凡
夫
本
意
難
レ
測
。…
…
今
細
明
二
本
迹
一
則
与
二
真
応
一
異
。
本
是
実
得
、
始
坐
二
道
場
一
及
初
住
所
レ
得
法
身
即
是
其
本
。
迹
為
二
上
地
之
仏
一
及
作
二
上
地
菩
薩
一
悉
名
為
レ
迹
。
こ
こ
で
本
と
は
実
得
、
迹
は
応
現
と
名
け
る
と
さ
れ
る
が
、「
世
智
の
凡
夫
は
本
意
測
り
難
し
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
真
・
応
と
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
れ
を
見
越
し
て
か
、
厳
密
に
は
本
迹
と
真
応
は
異
な
る
と
述
べ
、
初
住
所
得
の
法
身
が
本
、
迹
は
上
地
の
仏
・
菩
薩
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
別
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
『
観
音
玄
義
』（
大
正
三
四
・
八
八
二
頁
下
）
問
。
本
迹
与
二
真
応
一
云
何
異
。
答
。
真
応
就
二
一
世
一
横
辯
。
如
二
諸
経
所
一レ
明
。
本
迹
就
二
三
世
一
豎
論
。
如
二
寿
量
所
一レ
説
。
こ
こ
で
改
め
て
本
迹
と
真
応
は
何
が
異
な
る
の
か
を
問
い
、
真
応
は
一
世
に
つ
い
て
横
に
辯
じ
、
本
迹
は
三
世
に
つ
い
て
豎
に
論
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
真
と
応
と
い
う
の
は
時
間
的
前
後
関
係
が
な
く
並
列
な
在
り
方
、
本
と
迹
は
過
去
現
在
未
来
と
い
う
時
間
的
前
後
関
係
が
あ
る
在
り
方
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
普
門
品
」
の
経
文
に
お
い
て
問
答
①
と
い
う
の
は
、
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
際
に
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
唱
え
れ
ば
そ
の
危
機
を
回
避
で
き
る
と
し
て
、
そ
の
名
号
自
体
に
観
世
音
菩
薩
の
威
神
力
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
問
答
一
三
大
正
大
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一
四
②
は
、
度
す
べ
き
衆
生
の
機
根
に
合
わ
せ
て
、
観
世
音
菩
薩
自
ら
あ
ら
ゆ
る
姿
形
を
と
っ
て
身
を
現
わ
し
法
を
説
き
給
う
、
と
い
う
利
益
を
説
い
て
い
る
。
真
応
・
本
迹
と
い
う
二
つ
の
視
点
も
、
こ
こ
で
は
共
に
こ
の
両
問
答
を
解
釈
す
る
視
点
で
あ
る
た
め
、
真
・
応
・
本
・
迹
と
い
う
四
種
類
の
考
察
対
象
が
別
々
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
問
答
①
を
真
、
問
答
②
を
応
と
解
釈
す
る
視
点
と
、
問
答
①
を
本
、
問
答
②
を
迹
と
解
釈
す
る
視
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
改
め
て
真
応
・
本
迹
と
い
う
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
真
・
応
は
時
間
的
前
後
関
係
が
な
く
、
同
時
的
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
見
方
を
す
れ
ば
、
問
答
①
の
威
神
力
と
問
答
②
の
普
現
色
身
と
い
う
の
は
同
時
的
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、主
体
た
る
観
世
音
菩
薩
が
変
現
し
て
色
身
を
現
わ
す
と
い
う
時
間
的
な
経
過
を
含
む
関
係
と
は
捉
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
真
と
応
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
と
い
え
ば
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
寂
滅
に
お
い
て
動
ぜ
ず
法
界
の
大
益
で
あ
る
と
い
う
無
始
無
終
の
理
そ
の
も
の
が
真
と
し
て
の
観
世
音
菩
薩
の
威
神
力
で
あ
り
、
そ
の
理
の
作
用
と
し
て
の
目
に
見
え
る
よ
う
な
事
象
を
応
と
考
え
る
べ
き
に
思
わ
れ
る
。
別
の
箇
所
に
「
真
応
者
、
若
智
慧
転
明
則
契
二
於
法
性
一
。
法
性
即
実
相
、
名
為
二
法
身
一
。
法
身
既
顕
能
従
レ
真
起
レ
応）24
（
。」
と
述
べ
ら
れ
る
の
も
恐
ら
く
こ
う
し
た
意
で
あ
ろ
う
。
一
方
本
迹
に
関
し
て
は
、
ま
た
別
の
箇
所
で
は
「
観
音
身
即
本
、
余
身
即
迹
也）21
（
。」
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
主
体
た
る
観
世
音
菩
薩
と
い
う
本
が
変
現
し
て
迹
と
し
て
の
色
身
を
現
わ
す
、
と
い
っ
た
時
間
的
な
経
過
を
含
む
関
係
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
先
に
見
た
箇
所
で
あ
え
て
初
住
所
得
の
4
4
4
4
4
法
身
と
さ
れ
る
の
も
、
観
世
音
菩
薩
が
修
道
上
の
果
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
法
身
で
あ
っ
て
、
真
と
し
て
の
法
性
即
実
相
を
名
け
て
法
身
と
な
す
の
と
は
意
味
合
い
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
初
住
所
得
の
法
身
の
作
用
と
し
て
目
に
見
え
る
よ
う
な
姿
形
を
表
わ
す
の
が
迹
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
『
観
音
玄
義
』
に
お
い
て
は
、
観
世
音
菩
薩
の
普
現
色
身
が
真
応
・
本
迹
と
い
っ
た
視
点
を
用
い
て
多
角
的
に
解
釈
さ
れ
、
菩
薩
が
仏
身
を
示
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
そ
も
そ
も
仏
と
菩
薩
は
違
う
も
の
だ
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
自
体
が
『
観
音
玄
義
』
の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う）21
（
。
菩
薩
の
仏
身
示
現
に
関
す
る
一
考
察
15
一
五
五
、
小
結
大
乗
経
典
に
説
か
れ
る
普
現
色
身
は
本
生
譚
の
菩
薩
像
か
ら
展
開
し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
中
国
仏
教
で
は
普
現
色
身
の
解
釈
に
本
生
譚
を
用
い
ず
、菩
薩
が
仏
身
を
示
現
す
る
こ
と
に
関
し
て
も
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。そ
れ
は
中
国
に
お
い
て
は
訳
経
が
始
ま
っ
た
当
初
よ
り
大
乗
経
典
が
存
在
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
根
源
的
な
仏
陀
と
い
う
視
点
が
早
く
か
ら
根
付
い
た
為
と
考
え
ら
れ
る）27
（
。
本
生
譚
の
菩
薩
像
は
、
娑
婆
世
界
に
願
生
す
る
と
は
い
え
広
い
意
味
で
は
仏
果
菩
提
の
た
め
の
因
業
と
み
な
せ
る
の
で
あ
り
、
本
生
4
4
譚
で
あ
る
以
上
釈
尊
そ
の
人
に
帰
結
す
る
仏
陀
観
を
脱
し
な
い
。
そ
こ
に
大
乗
の
先
駆
思
想
と
さ
れ
る
所
以
も
あ
ろ
う
し）28
（
、
釈
尊
＝
仏
陀
と
い
う
前
提
と
大
乗
の
仏
陀
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
た
意
義
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
他
方
、
既
に
い
く
つ
も
の
大
乗
経
典
に
触
れ
て
い
た
中
国
仏
教
で
は
、
そ
の
理
解
に
あ
え
て
本
生
譚
を
援
用
す
る
必
要
も
無
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
仏
教
で
の
本
生
譚
か
ら
大
乗
経
典
へ
と
い
う
時
系
列
が
中
国
仏
教
で
は
存
在
せ
ず
、
経
典
の
漢
訳
が
始
ま
っ
た
当
初
よ
り
大
乗
経
典
に
基
づ
く
仏
陀
観
が
醸
成
さ
れ
、
釈
尊
と
い
う
人
物
と
し
て
の
仏
陀
を
起
点
と
す
る
発
想
が
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
釆
睪
氏
は
、
中
国
仏
教
は
早
く
か
ら
大
乗
を
志
向
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
4
4
4
4
4
4
、
大
乗
仏
教
の
思
想
基
盤
の
一
つ
で
あ
っ
た
本
生
譚
に
対
し
て
は
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き）21
（
、
と
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
早
く
か
ら
大
乗
を
志
向
し
た
か
ら
こ
そ
4
4
4
4
本
生
譚
へ
の
関
心
が
薄
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
来
見
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
普
現
色
身
の
問
題
は
、
仏
身
論
や
仏
性
・
如
来
蔵
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
、
ま
た
普
現
色
身
三
昧
と
い
う
三
昧
と
し
て
の
意
義
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
考
察
は
ま
た
別
の
機
会
に
試
み
た
い
。
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一
六
註
（1）
早
苗
（
一
九
三
一
）
五
四
～
五
八
頁
。
（2）
横
超
（
一
九
七
二
）
一
六
～
一
七
頁
。
（3）
杉
本
（
一
九
九
三
）
二
一
三
～
二
二
五
頁
。
（4）
平
岡
（
二
〇
一
二
）
参
照
。
（5）
干
潟
（
一
九
七
八
）
一
三
八
～
一
四
五
頁
。
（6）
山
田
（
一
九
五
九
）
一
五
八
～
一
六
五
頁
参
照
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
讃
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
本
生
菩
薩
に
対
し
て
、
そ
の
修
行
道
を
六
波
羅
蜜
に
ま
と
め
自
ら
の
実
践
道
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
人
々
（
ヒ
ユ
師
）
が
願
生
思
想
を
説
き
出
し
、
そ
の
意
思
の
出
発
点
と
し
て
の
誓
願
は
仏
果
を
得
る
た
め
の
因
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
因
果
律
を
直
近
の
現
世
と
来
世
に
適
応
す
る
こ
と
か
ら
、
仏
果
と
そ
の
因
と
し
て
の
誓
願
な
い
し
願
生
と
い
う
大
局
的
な
視
点
で
の
因
果
律
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（7）
釆
睪
（
二
〇
一
五
）
一
二
頁
。
（8）
大
正
三
三
・
六
七
六
頁
中
。
（9）
ま
た
別
の
箇
所
で
は
「
今
初
句
若
衆
生
応
以
仏
身
得
度
者
明
二
衆
生
根
性
一
、
後
句
例
如
レ
是
経
文
略
無
二
衆
生
一
也
。」（
大
正
三
三
・
六
七
八
頁
下
）
と
し
て
、
経
文
の
「
若
有
国
土
衆
生
応
以
仏
身
得
度
者
」（
大
正
九
・
五
七
頁
上
）
と
い
う
の
は
衆
生
の
根
性
を
い
い
、
後
の
句
も
同
様
で
あ
る
か
ら
経
文
で
は
「
衆
生
」
と
い
う
の
を
略
し
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
観
世
音
菩
薩
が
仏
身
を
示
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
特
段
触
れ
て
い
な
い
。
（11）
中
村
（
一
九
九
四
）
二
九
三
～
三
〇
三
頁
参
照
。
（11）
奥
野
（
二
〇
〇
二
）
三
三
五
頁
参
照
。
奥
野
氏
は
直
接
に
「
空
」
と
「
有
」
と
い
う
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
吉
蔵
に
お
い
て
は
「
有
所
得
」
が
「
無
所
得
」
に
転
換
さ
れ
る
思
想
が
み
ら
れ
る
と
し
、「
諸
法
の
性
に
は
「
決
定
」
し
た
も
の
は
菩
薩
の
仏
身
示
現
に
関
す
る
一
考
察
17
一
七
な
い
と
い
う
空
観
仏
教
者
と
し
て
の
吉
蔵
の
基
本
的
姿
勢
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
書
の
三
五
四
頁
で
は
、「
有
を
世
諦
、
空
を
真
諦
と
な
す
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
有
は
空
が
有
、
つ
ま
り
空
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
有
で
あ
り
、
そ
の
空
は
有
が
空
、
つ
ま
り
有
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
空
で
あ
る
か
ら
、
有
は
宛
然
と
し
て
空
な
の
で
あ
り
、
空
は
宛
然
と
し
て
有
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
諦
は
相
即
し
て
い
る
と
い
う
の
が
吉
蔵
の
論
法
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
（12）
大
正
九
・
五
七
頁
上
。
（11）
勒
那
摩
提
訳
『
妙
法
蓮
華
経
論
優
波
提
舎
』（
大
正
二
六
・
一
九
頁
下
）
（14）
同
右
（
大
正
二
六
・
一
五
頁
上
）
（11）
も
っ
と
も
そ
れ
は
「
如
来
寿
量
品
」
の
説
示
か
ら
自
ず
と
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
「
如
来
寿
量
品
」
に
は
、「
我
本
行
二
菩
薩
道
一
所
レ
成
寿
命
、
今
猶
未
レ
尽
。」（
大
正
九
・
四
二
頁
下
）
と
し
て
、
久
遠
実
成
の
仏
と
な
る
以
前
は
菩
薩
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
（11）
『
法
華
義
疏
』（
大
正
三
四
・
六
二
八
頁
中
）
で
は
観
音
は
仏
な
の
か
仏
で
は
な
い
の
か
と
い
う
興
味
深
い
問
答
も
立
て
ら
れ
る
が
、
経
典
に
よ
っ
て
説
は
異
な
る
と
し
て
『
観
世
音
三
昧
経
』
と
『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
の
本
生
説
話
を
紹
介
す
る
の
み
で
、
普
現
色
身
に
関
す
る
解
釈
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
（17）
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』（
大
正
五
〇
・
一
九
一
頁
中
）
（18）
安
藤
（
一
九
六
八
）
二
〇
二
頁
参
照
。
（11）
安
藤
（
一
九
六
八
）
二
〇
三
頁
参
照
。
（21）
桑
谷
（
一
九
九
七
）
三
四
一
頁
。
（21）
『
観
音
玄
義
』
を
誰
の
撰
述
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
が
（
佐
藤
（
一
九
六
一
）
四
九
五
～
四
九
六
頁
参
照
）、
本
稿
で
扱
う
問
題
で
は
な
い
た
め
『
観
音
玄
義
』
自
ら
「
隋
天
台
智
者
大
師
説　
門
人
灌
頂
記
」
と
し
て
い
る
の
に
倣
う
。
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（22）
こ
こ
で
「
一
応
」
と
い
う
の
は
、
後
の
真
応
を
料
簡
す
る
箇
所
に
非
真
非
応
・
応
而
非
真
・
真
而
非
応
・
亦
真
亦
応
の
四
句
を
出
し
、
真
・
応
と
い
う
あ
り
方
を
絶
対
視
し
て
は
い
け
な
い
旨
が
説
か
れ
て
い
る
為
で
あ
る
。（
大
正
三
四
・
八
八
二
頁
上
）
（21）
大
正
三
四
・
八
八
二
頁
中
。
（24）
大
正
三
四
・
八
七
七
頁
下
。
（21）
大
正
三
四
・
八
八
一
頁
上
。
（21）
普
現
色
身
は
一
種
の
神
通
力
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。『
法
華
玄
義
』
の
神
通
妙
（
大
正
三
三
・
七
五
〇
頁
下
）
に
よ
れ
ば
、
円
教
の
神
通
と
は
六
根
の
神
通
で
あ
り
、
そ
れ
は
事
禅
で
は
得
ら
れ
な
い
中
道
の
真
で
、
無
記
化
化
禅
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
作
意
で
な
く
任
運
で
あ
る
の
で
他
の
神
通
と
異
な
る
と
強
調
さ
れ
、
こ
の
無
記
化
化
禅
の
神
通
こ
そ
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
妙
な
る
神
通
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
例
と
し
て
普
現
色
身
三
昧
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
普
現
色
身
の
神
通
は
外
身
の
（
神
）
通
と
さ
れ
、
さ
ら
に
十
方
の
諸
仏
悉
く
身
中
に
現
ず
る
と
い
う
内
現
の
身
の
（
神
）
通
も
あ
る
と
説
か
れ
る
。
（27）
こ
れ
に
関
連
し
て
、
廬
山
慧
遠
（
三
三
四
～
四
一
六
）
が
す
で
に
釈
尊
と
は
異
質
の
根
源
的
な
如
来
を
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
以
前
指
摘
し
た
。
拙
稿
「
廬
山
慧
遠
に
お
け
る
経
典
観
の
一
考
察
―
教
主
と
し
て
の
仏
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
十
八
巻
第
二
号
、
八
一
一
～
八
一
四
頁
。
（28）
平
川
（
一
九
八
九
）
二
六
九
頁
。
（21）
釆
睪
（
二
〇
一
五
）
一
二
頁
。
〈
参
考
文
献
〉
早
苗
亮
雄
「
首
楞
厳
三
昧
の
研
究
（
二
）」『
禅
学
研
究
』
第
一
四
号
、
一
九
三
一
山
田
龍
城
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
九
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
六
一
一
八
菩
薩
の
仏
身
示
現
に
関
す
る
一
考
察
19
安
藤
俊
雄
『
天
台
学　
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
八
横
超
慧
日
『
法
華
思
想
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
二
干
潟
龍
祥
『
改
訂
増
補　
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
八
（
初
版
は
一
九
五
四
年
に
東
洋
文
庫
よ
り
発
行
。）
平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
Ⅰ
』
春
秋
社
、
一
九
八
九
杉
本
卓
洲
『
菩
薩　
ジ
ャ
ー
タ
カ
か
ら
の
探
求
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
三
中
村
元
『
中
村
元
選
集
［
決
定
版
］
第
二
二
巻　
空
の
論
理　
大
乗
仏
教
Ⅲ
』
春
秋
社
、
一
九
九
四
桑
谷
祐
朋
「
天
台
大
師
の
観
音
観
」『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
一
九
号
、
一
九
九
七
奥
野
光
賢
『
仏
性
思
想
の
展
開　
吉
蔵
を
中
心
と
し
た
『
法
華
論
』
受
容
史
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
平
岡
聡
『
法
華
経
成
立
の
新
解
釈
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
二
釆
睪
晃
「
中
国
に
お
け
る
仏
伝
受
容
―
漢
訳
仏
伝
の
変
容
を
通
し
て
―
」『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
通
号
一
〇
一
、二
〇
一
五一
九
